
  

 

第 44 回東京都景観審議会 意見の概要 

 

平成 27年 7月 28日（木）に第 44回東京都景観審議会が開催され、会長及び副会長が選出されま

した。また、事務局から「専門部会の設置について」「東京都景観計画の変更」「都選定歴史的建造物

等の追加方針について」「都選定歴史的建造物の保存を支援する取組」の報告、その他「（仮称）色彩

等デザインマニュアル」の作成についての説明がありました。 

 

■第 44回東京都景観審議会 意見の概要 

審議事項 会長及び副会長の選出 

【会長及び副会長の選出】 

東京都景観審議会規則第３条第１項の規定に基づき委員の互選により行った。 

・審議結果 

中井検裕委員を東京都景観審議会会長に、河島均委員を副会長に選出 

報告事項（１） 専門部会の設置について 

・意見なし 

報告事項（２） 東京都景観計画の変更 

・意見なし 

報告事項（３） 都選定歴史的建造物等の追加方針について 

・土木遺産の都選定歴史的建造物への追加候補は、何件程度になりそうか。 

 

（事務局）現在、作業中だが、100件程度になる見込みである。その中から 20件程度を歴史 

景観部会にて審議し、追加候補に選定する予定である。 

 

・土木遺産の都選定歴史建造物の選定過程等は、審議会に報告してほしい。 

報告事項（４） 都選定歴史的建造物の保全を支援する取組 

・東京歴史まちづくりファンドの認知度を高めることが重要ではないか。 

 

 



 

その他 「（仮称）色彩等デザインマニュアル」の作成 

・参照資料が増えるのは望ましくないので、「東京都景観色彩ガイドライン」に含めるなど、冊子 

としての工夫が必要ではないか。 

 

（事務局）冊子にする際には、工夫したい。 

 

・「（仮称）色彩等デザインマニュアル」は、いつ頃、公表する予定か。 

 

（事務局）できる限り速やかに作成し、公表したい。 

 

 


